文字書式といってまず思い出すのは太字でしょう。これは Word だと[書式] ツールバーの [B] ボタンを押して実現します。boldtype の略です。html では <B>太字</B> というタグで囲むと実現できますが、これは物理タグといって正調の HTML 書法では行儀が悪い、本来 HTML は書式を整えるものではなくて構造を記述するもので、その構造をどう表現するかはブラウザ側にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆだ),委)ねるべきだ（太字を出せるブラウザばかりとは限らないのだから）という意見もあって、その場合は<strong>のような論理タグを使うようです。ただし、<strong> で太字になるのはなんとなく世間のブラウザのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すうせい),趨勢)であって、実際にどう表示されるかはブラウザ次第です。

文字書式の中にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃたい),斜体)もあります。Word では [I] ボタンを使います。Italic の略です。HTML では <I>～</I> が使えますが、これも物理タグです。論理タグ <em>（Emphasis これも強調するという意味）というタグを使うと斜字になる場合が多いようです。(左では斜体と太字と同時に使いました。）英文では、本から引用したときの書名の表記や、When you mean goodbye, you say Sayonara in Japanese. のように文中に（英語にとっての）外国語を入れるとき使ったりしますが、日本語ではあまり使わず、フォントも汚くなる場合が多いようです。なお、斜体に対して通常の直立した文字をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいたい),正体)（しょうたいと読まないでください）と言うそうです。

メモ：

なぜイタリックだと斜体なんでしょうか。ちょっと調べたけど、わかりませんでした。イタリアにあるピサの斜塔が傾いてるからという説もありましたが、ぜったいウソだと思います。

あとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かせん),下線)もあります。Word では[U] ボタン、html では <u>～<u> を使います。Underline の略です。html で物理タグを使わない派の場合は、CSS（スタイルシート）を使って

p.ul {text-decoration: underline;}
のように定義しておいてから <span class="ul">～</span> と書きます。

あとは囲み線、網掛け、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よこ),横)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばいかく),倍角)などもあります。横倍角なんて懐かしいですね。昔のプリンターは行単位でしか印刷できなかったので（これをラインプリンターと言います。今のページ単位で印刷できるのはページプリンター）こうやって字を大きくしたものです。当然小さくすることもありました。こういうの見ると昔のワープロ専用機のカタログを一生懸命にらめっこして、でも買えないでいた頃を思い出します。当然今では字を大きくしたかったらフォントサイズを変えてしまうんですけどね。

